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4. おわりに 

 本研究では，高潮氾濫の外力である潮位および越波量の確率的評価手法が確立していない現状

を鑑み，確率的台風モデルおよび確率的低気圧モデルを用いた数千年間の台風シミュレーション

の結果に基づいて潮位および越波量の極値統計解析を行う方法を提案した．また，高潮氾濫解析

における破堤の取り扱いについて検討するため，被災事例の検証を通じて海岸堤防の安定性評価

手法を開発し，海岸堤防の被災限界越波流量を算出した． 

 最後に，今後の課題を以下に示す． 

 

(1)越波量・潮位の確率的評価手法の検討 

本研究で提案した手法により，越波量の確率的評価が可能となり，高潮氾濫解析において外力

を確率的に設定することができるようになった．ケーススタディの中では，計算時間の節約のた

め波浪推算に SMB 法を用いたが，実測値との相関式推算値を補正しているものの，土佐湾のよう

な外洋に面した海岸への適用については疑問が残るところである．計算機の処理能力の向上によ

り，将来的にはより精度の高い波浪推算法を用いることが可能になると考えられる． 

 

(2)海岸堤防の安全性評価手法の検討 

既往文献ではコンクリート三面張りの堤防の被災限界越波流量は0.05m3/m/sと言われているが，

今回の算定結果である 0.04m3/m/s はそれとほぼ同じである．堤防の強度は形式や設置後の経過年

数など空間的にも時間的に変化するものであり，理想的には対象箇所毎に現時点の被災限界を評

価すべきである．しかし，現実には施設毎に被災限界を評価することは容易ではなく，高潮氾濫

の危険度評価においては被災限界を確定値として与えるのが現実的である． 

施設管理者が現在の施設の強度を把握するための簡易的な評価手法の確立が求められる．その

確立により，高潮氾濫の危険度評価において破堤を確率的に設定することが可能となる． 
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